
献 呈 の 辞

長らくわれわれの同僚であった､ 出水忠勝先生と､ 肥田進先生は､ 平成

27 年 (2015 年) 3 月 31 日をもって､ 名城大学を定年退職されました｡ こ

こに､ 名城法学を退職記念号として編み､ 両先生に献ずることで､ 名城大

学､ そして法学部に対する先生方の多大なご貢献に対して､ 感謝の念を表

したく存じます｡

出水忠勝先生は､ 昭和 56 年 (1981 年) に､ 法学部法学科に､ 法哲学・

法社会学担当を担当する助教授として着任され､ 教壇に立たれました｡ 昭

和 62 年 (1987 年) には教授に昇格され､ 平成 4年 (1992 年) からは､ 大

学院においても法哲学を担当されました｡ 30 年以上にわたり､ 名城大学

法学部で教育にあたられたことになります｡ 教育にあたっては､ 20 年ほ

ど前から､ 独自の講義資料を作成し､ これを配布してこられたと伺ってお

ります｡ その一部をまとめられた ｢講義ガイド法哲学｣ が刊行されており

ますが､ その内容は､ まさに学生の蒙を啓くものであり､ いかに出水先生

が教育に注力しておられたかを示すものと申せましょう｡ 教育の充実は､

研究の充実なくしてはあり得ません｡ 出水先生は､ 北欧の法思想研究の､

押しも押されもせぬ､ 文字通りの日本の第一人者であります｡ その研究成

果は､ 名城大学法学会選書 『現代北欧の法理論』 にまとめられております

が､ 専攻を異にする者が一読するだけでも､ テーマに誠実に向き合い､ 丹

念に思索を深められていることを感じさせ､ それは先生のお人柄を伺わせ

るものであります｡ さらに､ 出水先生は､ 平成 13 年 (2001 年) からは､

名城大学協議員をお務めになったことをはじめとして､ 多くの校務にあた

られてきました｡ 声高に発言することはなくとも､ 実に多くの点に配慮を

なされたうえで示された発言や行動に､ われわれは信頼をおいてきました｡

出水先生のご趣味は､ ランの栽培であり､ ご自宅には､ 温室もあるやに伺

います｡ 物静かな紳士として､ 花を愛し､ 学生を愛し､ 研究を愛し､ そし

て大学を愛してきた 30 年あまりであったと申せましょうか｡ 名城大学名
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誉教授にふさわしい方であります｡

肥田進先生は昭和 56 年 (1981 年)､ 国際政治学を担当する講師として

法学部法学科に着任されました｡ 平成 3 年 (1991 年) には教授に昇任さ

れております｡ 肥田先生も出水先生同様､ 30 年以上にわたり名城大学法

学部にて教育にあたってこられたわけです｡ 肥田先生の教育における最大

の功績といえば､ なんといっても国際交流への取り組みでありましょう｡

中国や韓国の研究者と定期的に交流を持ち､ 研究者を招へいして講演会を

開催するとともに､ 留学生や来日研究者の指導にも積極的に関わってこら

れました｡ 研究ではジョン・フォスター･ダレスを軸として､ 第一次世界

大戦から冷戦期､ そしてポスト冷戦期におけるアメリカ外交の様態を明ら

かにしようと試みてこられました｡ その成果は､ 名城大学法学会選書 『集

団的自衛権とその適用問題― ｢穏健派｣ ダレスの関与と同盟への適用批判』

としてまとめられております｡ 本書を貫く､ 安易な妥協を許さず資料と誠

実に向き合い格闘する姿勢は､ 穏やかな佇まいの中に秘められた硬骨の気

概を感じさせるものであり､ まさに肥田先生のお人柄そのものと申せましょ

う｡ さらに肥田先生は平成 15 年 (2003 年) に名城大学協議員を務められ

たのを筆頭に､ 各種の校務にも従事されてきました｡ とりわけ名城大学ア

ジア研究センターへの貢献の大きさをここでは書き留めておきたいと存じ

ます｡ 研究者として､ 教育者として､ 実直に取り組んでこられた名城大学

での 30 年あまりの肥田先生のお姿は､ ときおりお見せになるはにかんだ

笑顔とともに､ われわれの胸に深く刻み込まれております｡ 名城大学名誉

教授にふさわしい方であります｡

出水先生､ 肥田先生には､ 法学部教職員一同､ 今後ともご友誼を賜りた

く､ あわせて､ 率直なご高見を承りたく存じます｡ 先生方の､ これからの

ご健勝と､ ますますのご発展を祈念申し上げます｡

平成 27 年 11 月 名城大学法学会 会長／法学部長

佐 藤 文 彦
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